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防振ゴム　の性質

西村源太郎・古　川 浩

生　産　研　究

石木，萩猛・式旅蓬度評

　乗吻に擾動がなかつたら．．＿．．それは旅する

人々にとつて一つの夢である．しかしゴムの老

化が防止され，構造材耕と密麿させる技術が向

上して將來強度のすばらしいものになれば私蓮

の夢もやがては賢現されるかも知れない．　　tt

本交ぽ機械振勧に劉する防撮鋤果を主脹とし

たゴムの性質の一一maである．

1．はしがぎ

　工＄上．よもちろん，身近な日常生活にまでいろいろな

形で項りλれられ各方面に利用されている振動現象も，

ときには磁分わずらわしいものとして私達を悩ませるこ

とが多い．剖えぱ電子顧傲鏡に使用する眞室蒸襲髪署を

小型の箱に手際よく牧めてみたいと思つても　ロータリ

ーボソブの振動が絵りはげしいと，い溜5い箱を少し大

きく設計しなげればならないし，また外出しナこ口きなビク

ツシ・ソの利いていない乗物のガタツキ：二は非隙二不励

快な思いをさせられるものである．とりわけ高粁突の計

暴．hl要求されている今口では，各種機搬の高速蓮韓に俘

つて擾簡Lとして傳播してくる波動や衝撃は誠にいやな存

在である．したがつてこれ等の衝撃を綴和し振動を吸牧

する防振材料の性質が∫至隠非常に重要視されるにいたつ

たの1ま當然なことがらで，今一回は特に弾性ゴムにっいで

基礎的な性質を極く簡翠に御報旨することにした．

　一般に振動原因不可避の§震Aによつて起される振

動衝撃を，複振動置Bに傳えないためには第1躍のよ

うにA．B爾者の1司に緩衝蓋Cを介在させ，それによつ

て振動のエネルギーを吸枚するのが普通である．しかし

防振材栽も弾性盤であるから，どんな方法で挿入して蓮，

域周期の振動に封してぽ護振膿の振動に共振して被褒

動腿をいちじるしく不安定で危険な朕態にt”く結果とな

る．したがつて共振する厚さを避ナるために，材料の弾

性係数の櫨をぜひ知つておかなければならない．
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　波及するエネルギPの吸牧にほ縦摂鋤を利用した堅縮

型（compression）と勢翫振動を利用した勢断型；（shear）

および換り擬動による換わ型〔torsion）とがあつて，防

振効果もそれぞれ異つた結果が豫想されるが7．このたび

は藍縮型と勇漸型にっいてその周波歎に懸ずる振動傳達

傘を調べて見た．

2．防振系の基礎理論

緩衝睦による一般吸振理論は別の陵會にゆずり，ここ

にほオっれわれの系の簡軍な近似を蓮べるだけにとどめ

る．
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　　　　　　　　　第　2　岡

　普通に用いられる勢噺型の場合は第2圖のように中空

園讐形の防振材を用いて，例えば外側からくる振動を内

側に簿わらないようにするのである．これを論ずるには

圓騰座漂を馬いて蝉性振動の方程式を立てるべきである

が，計算の簡易化と歴縮型の場含にも同じ激表が使用で

きるため，これを一弐元の問題に輩純化して亥のよ5に

おくことにし．た．
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加蓬かに阜く醸して振動：軌してし覇島また
　大きい振動歎を少さな喝のとして傅達する利織もある．

　したがつてゴムを使翔して彊性機講をたくみに設計すれ、

　酸外部漆ら6縫威を全く遽噺す6，こと亀不町能でほなt

　逓鞭ゴム片髄當に鋼ボー・トと齢獣ゴ嘱
　継一ルトしよρて，機謹に取付けた獲動機Ut蓮蒋申

，に蔚ルトの締め加減をス殉ユーカジプで調鰍るe

　とによりほ昂ど振蹴駅しているのはそのよ喧例

　、である．　　　　　　　、

　　飛行機や自動車のよ5にヨムタイヤの使えない鐵澄馴

　輔ヵミ祝ばねや蔓雀ばねを使用していろいろと苦心しでいl

　　　　　　　　　t　るのを見ても，膝來弾性ゴムがさらに改良され・彊度や

　醗久力が両上して大荷竃滅まげしぐ作用するとζろにも

　長く使用できるようになることを心から期待し，1またそ

　の艶見を切墓bて止まない・鋤にあたり本研究に』’ケ

　y．・ろ鋤議賜つた河禰綬曲曖蟻翻佐躍患
　央氏に厚く御禮申し土げる．
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